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＜連絡事項＞
・患者受持ちや病棟業務分担については発表され次第、確認お願いします。

・業務改善は都度行っていく為、適宜管理者に声掛けして下さい。

・新人・他病棟からの移動者がいる為、声を掛け合って業務を行って下さい。

・薬ｾｯﾄ時は処方分の最終日に赤線を引いて下さい。

・長期の年休を出す際は前もって管理者への相談をお願いします。

＜入室情報＞
【入院】
・松本　文男様～東病棟Cユニット4号室に医療保護入院となる。
・中村　真理子様～東病棟にCユニット6号室に医療保護入院となる。

【ユニット移動】
・松長　二郎様～東病棟Cユニット4号室→東病棟Bユニット2号室

＜患者様情報提供＞
・長浜　厚子様～主治医から本日より1400Kcalに増量、エンシュア（1-1-1）に変更するように指示あり。

・磯嶋　茜様～本日から午前午後1時間ずつの開放観察開始の指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放後他患への迷惑行為あり早めに開放観察終了としている。自室では落ち着くなく徘徊、奇声発しているが自傷行為や破壊行為は無し。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時眼光の鋭さあるも不穏さや妄想様言動なし。自室では臥床し静穏に過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。弄便行為等他患への迷惑行為著明に見られ早めに開放観察終了としている。自室では時折壁叩き、奇声あるも臥床し静穏に過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～身体拘束中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中はホールにて過ごすが不穏なし。再拘束にも拒否・抵抗なく応じる。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。気分高揚さや自傷行為なくベット上過ごされている。身体拘束部位循環障害、皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Dr診察情報＞
・北澤　末吉様～家族様の意向をお伝え。本日より血糖測定中止し点滴メインが全てソリタT3　Gへ変更となる。
・小川　光子様～最近の本人の様子お伝えしバルプロ酸追加処方となる。食事摂取殆どできておらず経管栄養の意向確認するように指示有り。
・瀬川　高雄様～転出後の本人の状態お伝えする。トリヘキシフェニジル減量となる。
・戸田　廣孝様～指示変更なし。シクレスト5ｍｇ→10ｍｇへ増量、その他処方変更なし。
・三浦 郁子様～夜間の本人の状態についてお伝え。VDSデエビゴ2.5㎎→5ｍｇへ増量となる。
・福井 裕夫様～診察時流涙されスタッフ対応の差から自身をないがしろにされていると感情吐露している。本日のレクチャー6は次回以降に延期しレキサルティ錠追加処方となる。不安等は受け持ちスタッフから再度聴取するように指示有り。
その他患者様指示処方変更なし。
＜田名部Dr診察情報＞
・滝澤 幸輝様～臨時薬クエチアピン(100）3T3×毎食後、5日分追加処方あり。
[bookmark: _GoBack]他、指示変更なし。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和8年4月16日　10：30
　氏　　名：松本　文男様（まつもと　ふみお）様
　生年月日：昭和24年2月8日(77歳)
　病　　名：脳腫瘍、水頭症
　合 併 症：下肢静脈血栓症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞　
　　水頭症のシャント術を施行し、現在西病院入院中。
　　S59年に八戸市立市民病院にて松果体部腫瘍、閉塞性水頭症の診断を
　受け、以降複数回のシャント手術を繰り返している。
　　今回の入院前は独居で、車を運転して買い物へ行くなど生活も自立
　していた。R7年11月に歩行困難、尿失禁あり、八戸市立市民病院救急
　外来受診し、シャント不全の診断にて同院入院。11月27日シャント造
　影を行った後より発熱を認め、諸検査の結果造影時のシャント感染と
　診断される。尿路感染の併発もあり、感染症寛解後のR8年1月13日にVP
　シャント施行。また、同院入院中に下肢静脈血栓も認め、リクシアナ
　内服中。2月2日にリハビリテーション目的にて、八戸西病院へ転入院
　となっている。入院後より短期記憶の低下が著明にみられ、また帰宅
　願望強く、徘徊あり、療養の指示が入らず離床センサーを使用してい
　る。介入したスタッフの手を払いのけるような仕草もみられている。
　リスペリドン投与し不穏症状の沈静化を図るも、動作の緩慢さや症状
　の乏しさが出現したことから家族が減薬を希望。認知症症状が強いこ
　とから一般病棟での対応が困難となってきており、また精神科薬の調
　整に関しても家族より専門病院である当院での薬剤調整の希望があり、
　当院への転入院調整を行う。
　　上記経過により東病棟Cユニット4号室に医療保護入院となる。

②日　　時：令和8年4月16日　12：10
　氏　　名：中村　真理子様（なかむら　まりこ）様
　生年月日：昭和35年4月17日(65歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞　
　H20年頃に仕事辞めて以降、必要最低限の家事や身の回りのことは行いながらも
自宅に引きこもった生活をしていた。H26年頃より独語などが認められており、H27
年に頭痛を訴えて脳神経外科クリニックを受診するも、精神科病院の受診を勧めら
れたが受診はせず経過。以後も、独語は持続。令和2年7月中旬頃より自宅の外に
突然飛び出し大声を出し、自宅周辺を徘徊する行動や独語も見られていた。また、
同時期に希死念慮が出現し、殺虫剤を飲むこともあった。上記症状より、他精神科
病院の受診予約を調整していたが、同年8月14日に本人が失踪。同月19日に八戸駅
周辺のホテルにて、テレビを破損したことから警察署に通報され保護。易怒性・
興奮、滅裂言動が認められたことから、同日警察官付き添いの元、夜間救急当番医
であった当院を受診。受診した際にも、「この病院も八戸もぶっ壊してやる」「(
医師が来ている白衣を見て)その白衣をレースカーテンにしてやる」などと話すなど、
興奮・滅裂言動は持続していたことから当院1回目の医療保護入院となる。
入院後は薬物療法、精神療法により他者トラブルなく日課も問題なく行えており、
自宅の受け入れが整いR2年11月1日に退院となる。退院後は五福の訪問看護を導入し、
当院外来に通院しながら自宅療養を続けていたが、アドヒアランス不良であり、服薬
管理ができず、受診日に来院ないことも度々あった。R6年1月に同居している
次男より暴力行為を受けている旨の発言もあり、地域包括支援センターへの報告を
行っている。訪問看護からの指導や助言を続けるも、長期にわたり無為的な生活を
送り、「お金がないから受診できない」と来院しないことや、忘薬も頻回にみられ
ていた。R8年4月15日　訪問看護が訪問時、起床時の失禁も増えており、自宅療養
では活動出来ない状態で生活状態の改善がみられないことから、入院にて薬剤調整
実施し日中活動が出来るようになることを目的として夫様と本人へ入院提案。本人
は「お金が無い」とは話すが夫様は「ずっとこんな感じいられても困るから、入院
するならしてもいいよ」と同意あり。
　上記経過により東病棟Cユニット6号室に医療保護入院となる。

